
「教育目標」 

 校訓「明珠在掌」の精神を生かしながら、「生きる力」を育む「知」「徳」「体」の調和のとれた教育

を通して、主体的に学び、責任感と未来を担う力を育成するため、 

次の目標を設定する。 

  ◯ 自ら進んで学習し、創造性に富んだ人をめざす生徒 

  ◎ 心身を鍛え、勤労と責任を重んずる人をめざす生徒 

  ◯ みんなと協力して、持続可能な社会をつくる人をめざす生徒 

 

「教育目標を達成するための基本方針」 

 「子どもの権利条約」４つの原則を守り、「こども基本法」の６つの基本理念を踏まえ、教育活動全

般において生徒の最善の利益を第一に考え、生徒の主体性を育み、「みんな、かがやく！」を具体化

する教育活動を実践する。 

 １「自ら進んで学習し、創造性に富んだ人をめざす生徒」の実現のために 

   ○「授業のめあて」を明確にし、各教科・領域で身に付けるべき資質・能力の育成・定着 を図り、 

ＰＤＣＡサイクルを重視した「振り返り」を取り入れることで、学習意欲を向上させる授業を推

進する。 

   ○ＩＣＴ機器を効果的に活用し、「主体的・対話的で深い学び」を実現することで、「思考力・判

断力・表現力」の向上と、学習者の特性や進度に応じた個別最適な学びの充実を目指す。 

   ○体験的・協働的な学習を通じて、自己肯定感や自己有用感を高め、学ぶ楽しさを実感させる。 

 ２「心身を鍛え、勤労と責任を重んずる人をめざす生徒」の実現のために 

   ○保健体育科の授業を中心に「体力スタンダード」の定着を図り、給食を中核とした「食育」を

充実させることで、健康の大切さを理解し、体力の向上に主体的に取り組む態度を養う。 

   ○特別活動や生徒会活動、部活動を通して、生徒の自主的・自律（自立）的な活動を促進し、

社会に貢献しようとする態度の育成を図る。 

 ３「みんなと協力して、持続可能な社会をつくる人をめざす生徒」の実現のために 

   ○人権を尊重し、他者との協調・協働を進める中で、互いに支え合い、高め合うことができる集

団を形成し、自己肯定感や自己有用感を高める。 

   ○「特別の教科 道徳」の授業の充実を図り、相互理解を推進することで、自らの考えを深める

生徒を育成する。 

   ○コミュニティースクールとして学校・家庭・地域の連携を推進・強化することで、地域とともに

生徒の健全育成を図れる体制構築を行い、身近なところから社会へ視野を広げ、持続可能

な社会の実現に貢献しようとする態度を養う。 


